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地質調査所所蔵の本邦産白亜紀化石

田中啓策(元所員)

�楳慫畔���

はじめに

地質調査所にはかなり多くの本邦産白亜紀化石が所

蔵されている.これらの化石標本は筆者をはじめ大

勢の当所職員カミ5万分の1地質図幅の作成に関連した地

質調査など各種の調査の際に本邦各地から採集したも

のであり所外から寄贈された標本も若干含んでいる.

ここで扱った所蔵化石標本は筆者がこれまでに整理

登録したものである.今後所内の他の研究者によっ

て本邦産白亜紀化石の登録標本が追加されるであろう.

所蔵化石標本が所内外に広く活用されるためには全

標本の登録番号･種名･産地及び産出地層を明記した目

録を公表しておくことが望ましい.しかしながら標

本数が多いのでまた紙数などに制限があるのでここ

では筆者カミこれまでに単独であるいは他研究者と共

同で未登録のまま各種報文類に記載または図示した標

本未記載標本筆者による和歌山県湯浅地方の再調査

の結果追加された標本を中心に所蔵標本の一端を紹介

する.

所蔵化;百標本の概要

筆者が整理登録した本邦産白亜紀化石標本はほと

んどカ撫脊椎動物化石でごく少数の植物化石を含んで

いる.動物化石標本の登録番号の数は現在のところ

大型有孔虫2腕足綱1腹足綱26二枚貝綱297(う

ちイノセラムス234)頭足綱466(うちアンモナイト465)ウ

ニ綱226生痕化石187体化石ないしプロブレマティカ

6で合計1211に達する･アンモナイトが最も多く

ほかにイノセラムスウニ生痕化石もかなり多い.

植物化石標本の登録番号数は8である.以上のうち

数10点の標本カミ常時当所標本館に陳列されている.

次に上記の化石標本について分類群ごとに登録

番号を掲げておく.

大型有孔虫62016871

腕足綱2049

腹足綱〔北海道〕48788391-8407〔他地域〕

2048205248686200夏目6202620462086210

二枚貝綱(イノセラムス)〔北海道〕206332083210

㌲�㌲�㌲��㈱���㌵������

�����㌵�㌸����������

〔他地域〕204220442046205483908781

����������㈭�������

�����

二枚貝綱(その他)〔北海道〕8359-83868867

〔他地域〕20412043204520473293-3296

㌵�㌵��������〳�〵�㈰�

�����㈱㌸���㌹����

頭足綱〔北海道〕20513209321432163220-

㌲�㌲��㈹㈳㈹�㌰〳���㈭��

������������������

8740-8765〔他地域〕3212321348848770-

����������������〵

����������㌭��

ウニ綱〔北海道〕60746075607960816084-

�������〳���������

����������������

6195〔他地域〕48796001-60736076-6078

����������㌶������

��㈶��������〶����

�����������������

��������������㈱���

�㈹���

生痕化宿〔北海道〕6220-62996900-6999

体化宿またはプロブレマティカ〔北海道〕6890

〔他地域〕689168926894-6896

オ直ヰ勿205020533995399648858767-8769

化石標本は本邦各地から採集されたものでその産地

を北から南へ5万分の1地形図で示すと次の通りであ

る.

北海道浜頓別上猿払豊當中頓別敏音知

天塩中川遠別共穐初山別天塩有明添牛

内三渓幌加内達布上芦別幾春別岳岩

見沢

新和

東北

関東

中部

石狩金山石狩鹿島夕張岩知志穂別

當川酉舎浦河

岩泉閏老金華山相馬中村

富岡那珂湊銚子一万場十石峠

十石峠

地質ニュｰス371号�
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近畿和歌山由良鳴門海峡動木海南

四国観音寺大栃宇和島宿毛

九州臼杵犬飼三重町頭地目奈久佐敷

中甑手打名瀬

以上のように化石標本の大半は北海道内から採集さ

れた.

狂お既記載標本について下記のような訂正を行

った･田中･大久保(1954)が記載したウニ化石の属

名は後で修正しておいた(TANAKA1965TANAKAand

�����������������乁�

KA(1970)が記載した生痕化石の一部についてはその

後属名を与えまた修正を行った(田中･角1981).

さらに前記の報文中のα0伽助力α〃αKSIAzKIE-

WIczに関してはPIcKERILL(1982)によると属名が

他の分類群に先取されているのでこれをαoC肋7肋一

刎8に訂正しておいた.

公表未登録標本

がつて所蔵化石標本の一部を未登録のままで各種報

文類において記載しまたは図版や写真によって公表し

たことがある.ここでは報文ごとにそれら標本の登

録番号(以下頭につける地質調査所所蔵化石の略号GSJFを

省略)を示しておく･

田中･大久保(1954)

W;α3肋肋8加■加舳2刎北〃8TANAKAetOKUB06016

W;α8肋左α8勿7ノψo切｡伽TANAKAetOKUB06020

W;α8肋肋8左〃刎αcグ｡乃｡lo〃8NIsIYAMA60016004

亙伽〃α8姥グ〃α82郷兆TANAKAetOKUB06007

亙勿α〃α∫去〃｡f刀伽〃3(NIsIYAMA)6006

�乁���㌩

〃06〃α刎ωα吻α物8舳8ゴ8NAGA0etMATsUM0T0

��

P伽〃｡力αo伽｡〃α3θ202μ∫2(Y0K0YAMA)3229

T"閉90犯肋∫91α加刎∫(JIMB0)3240

G伽∂ηc"αs6舳8ψ伽α'〃刎(JIMB0)3242

1)舳θ8物33舳去6038α肋5MATSUMOT03247

ro尾｡ツ舳｡c舳8力肋｡壬MATSUMOT03230

〃2舳伽りψo伽㈱MATsUM0T03239

0α1ツ｡oc鮒α∫cf.o〃舳肋1εMATsUM0T0,SAIT0et

���㌲㌷

田中啓策･寺岡易司(1973)

"06鮒α舳洲｡地〃α1兆07左舳肋眺S0K0L0w6740

1ηocθ伽舳刎8cf.s肋刎{〃{MIcHAEL6737

1勿｡c鮒α刎〃∫(E勿6oo05加α)cf.ゐα肋｡㈹加肋｡刎∫B6-

���

1985年7月号

Gりが｡北｡cθ吻8肋励｡刎8(F0RBEs)6749

丁鮒α加加3(P128ξo施郷η伽8)cf.8肋1o刎368YoUNG

��

T08α1oわ｡ガ8加伽αω加KATT06891

田中啓策(1975)

〃｡oθ吻刎伽ηα舳伽%〃Y0K0YAMA8325

田中啓策･角靖夫(1975)

T8北ゐ北乃勿μ3sp.62956299

目ヨ中啓策(1978)

0〃肋〃伽Z舳加〃αガ8(BLUMENBAcH)6201

Tツ108去｡刎α吻妙肋08%8θNAGA04868

-M〃加ω7な〃αNAGA06204

α刎｡胱肋〃刎刎むα居｡θ郷θ(NAGA0)6200

Pκαθoαμoガ〃α〃昭α助ゴ{(YEHARA)4867

P伽0μα("ツ0力ぬ)"6α加(SowERBY)4869

未記載標本

所蔵標本中には本邦で産出地点あるいは産出個体数

がごく限られしかも麗知種に同定できないものカミ少な

からずある.これらの中には今後保存状態の良い標

本が得られた場合記載に価するものもある.ここで

はそのうちの主な種類を掲げ標本番号･産地(5万

分の1地形図)･産出地層及び所外採集者を併記しておく.

二枚貝綱

1〃｡cθ吻舳〃3aff.伽ぬMANTELL8215-8218

幌加内中部蝦夷層群

肋｡舳舳8cf.2伽7雌θ{Wo0Ds8275岩見沢

三笠層

1刎068κα"伽81α閉ακ肋PARKINs0N8246-8251

岩見沢上部蝦夷層灘

肋｡舳舳8aff.伽｡η8肋∫Wo0Ds88658866

岩見沢上部蝦夷層灘

〃｡02κ舳㈹aff.肋｡ηα加舳8MATsUM0T08352

-8355達布上部蝦夷層群

1'〃｡c鮒α閉㈹(P)αωα力θη5づ∫MATsUM0T0

8356上猿払函淵層群

8357由良和泉層群

8358敏音痴函淵層群

頭足細

工20肋加8cf.星α"荻加(PIcTETetCAMPIscH)8726

夕張中部蝦夷層群

ル{80cθ伽sp.8713上芦別中部蝦夷層群

λ〃｡07左｡c舳8sp.8709岩見沢中部蝦夷層鮮

P32〃♂乃θ1北｡cθκα8sp.

87108712夕張中部蝦夷層灘�
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8711岩見沢中部蝦夷層灘

SoZθ〃｡o舳3(So1θ〃06θκα3)sp.87148803動木

鳥屋城層

Scψ脇8scf･oわ物舳s(SowERBY)86弓5上芦別

三笠層

H伽θ〃｡〃α5aff.舳g〃8オ〃刎YABE6750中甑

姫浦層鮮

Gα〃肋プ伽舳sp.879387948809海南御霊

層

Cツ刎〃｡oθ吻8aff｡〃θ060刎ケ舳3θ(D'ORBIGNY)

88108811海南有田層

ウニ綱

E0切η0肋吻(P)sp.6100中甑姫浦層灘

ア惚〃㈹(Pツg〃㈱)aff.60閉がα〃α肋8TANAKA

6155銚子銚子層群(太田弘之採集)

亙｡肋3妙sp.exgr.∬.タ肋舳励伽MむNsTER

6145銚子銚子層群(太田弘之採集)

冴｡1α8地グaff.伽励｡ψθ〃BESAIRIEetLAMBERT

6191岩泉宮古層群

Ho1α8妙sp.A9136目奈久坂本層上部(田村

実採集)

H01α3切(?)sp.B6173富岡跡倉層

E6切η060η3sp.exgr.1-86〃α切8LEsKE6060

鳴門海峡相泉層群

To側脈sp.A9133-9135佐敷簾瀬層(田

村実採集)

E肋8伽sp.A6051-6054目奈久目奈久層

E肋8切sp.B608460856103天塩中川佐

久層

肋〃α8〃(Gκ召£o榊8た7)sp.6156幾春別岳

上部蝦夷層群

肋〃α8切(工η肋肋碗グ)sp.A6184犬飼大

野川層群

肋〃αs伽(地6αs剛aff.舳α(F0RBEs)

6081幾春別岳上蔀蝦夷層灘

6086上芦別上部蝦夷層灘

6170岩見沢上部蝦夷層群

6179三渓上部蝦夷層樺

P3θ〃｡ωα3脇α3脈(～)sp.6055目奈久目奈久

層

〃｡伽妙(〃｡舳妙)(?)sp.6182幾春別岳上

部鰻実層群

130μ6鮒θ8(P)sp.6070海南御霊層

生痕化;百

肋ω∫0加8(?)sp.6246石狩鹿島佐久層

肋肋｡胱伽3(?)sp.6247石狩金山中部蝦夷層

群

R肋zOc07α肌舳sp.6020岩見沢三笠層

丁α犯倣舳(?)sp.6287名瀬名瀬層(四万十

累層群)

なお所蔵化石標本のうち2･3のものの産出につ

いて言及する･本所山口昇一立命館高等学校紺谷

吉弘両氏によって数年前に北海道枝幸郡中頓別町の

兵知安川上流(5万分の1中頓別図幅地域内)に露出する

中生層からイノセラムスの化石カミ発見された.この

化石は肋｡o舳舳∫cf.〃g〃6〃8Wo0Ds(9186)1〃｡cθ一

κ舳〃8aff.o吻畑MANTELL(9187)"06θκ舳伽sP･

(9188)に同定される.上記3種の化石は道路わき

の一つの大きな崖の下で別々の落石から採集された.

産出地層は中部蝦夷層灘下部に相当する歌登層である

(山口1981).

湯浅地方白亜系産の追加化石標本

ありだ

和歌山県北西部の有田郡湯浅町周辺及び東方の有田川

流域は西南目本秩父黒帯の白亜系の代表的露出地域の

一つである･湯浅地方における現行の白亜系層序区分

体系の基礎は松本(1947)によって確立された.筆

者はかなり以前に当地域の白亜系の地質調査を行い

その結果を5万分の1地質図幅｢海南｣･｢動木｣及び

同説明書(平山･田中1956･,1956b)として公表した.

その後湯浅南方で下部白亜系とみなされてきた井関層

から白亜紀後期の軟体動物化石や放散虫化石か報告さ

れた(KANIE1972掃部･武富1982).また湯浅東方

(吉備町奥南方)の下部白亜系有田層に属するとみなした

地層からも白亜紀後期の軟体動物化石が見いだされた

(小畠･小川1976吉松･八困1977).

以上のような次第で数年前湯浅地方の白亜系の層

序を再検討する目的で同地域を再調査する機会を得た.

その結果諸地点から年代の決定に役立つ大型化石を見

いたすことができた･そこでこれらの化石を紹介し

あわせて白亜系に関する新知見を述べる.なお先に

上記の化石新資料にもとづいて湯浅地方の下部･上部

白亜系の分布を概略的ではあるカミ50万分の1地質

図幅r京都｣(田中ほか1982)で修正しておいた.

この再調査で化石を採集した地点を第1図に示す.

同定された化石の種類ごとに標本登録番号を併記して

おく.

いせき

地点K89広川町井関

〃｡o〃α刎刎8(1'η06鮒α閉μ8)cf.伽〃｡θ伽兆NAGA0et

���佔���

〃｡c鮒α榊〃3(〃06θ閉刎〃3)cf.乃｡加な刎8ゴ8NAGA0

地質ニュｰス371号�
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〃
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糸川

一

�㈸
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海南動木

第1図湯浅地方白亜紀化石の採集地点位置図地点番号の頭につけるKを省略

整���佔���

地点K188湯浅町南谷部落南方

〃06ε㈹刎㈱〃ωα力刎θ洲左8YEHARA91729173

地点K193湯浅町山田川南谷上流

PoZ〃妙肋｡oθ湖30加肋6'刎刎(JIMB0)

地点K194湯浅町山田川南谷上流

1例0027α〃つ刎5sp.9174

地点K198湯浅町北谷

"062κα舳8sp.(00肌舳5伽〃8種鮮に属すると考え

られる)9171

地点K8001広川町井関

"oo舳刎〃8cf.伽泌加α鮎NAGA0etMATSUM0-

���

1.〃｡o鮒α刎〃5(1一刎｡02㎜刎〃3)cf.乃｡加カ8θ伽ゴ8NAGA0

整�味�ご���

1985年7月号

Cf･λ伽gω〃ゴηo〃α8〃刎αf〃刎(YABE)9169

地点K8015湯浅町山田川南谷中流

"ツガ1oケ♂θ3cf･1α加α乏〃8(ScHL0THEIM)9162

����

地点K8016湯浅町山田川南谷上流

∫κooθκα〃z〃8sp.

地点K8019湯浅町山田南方

λ伽gα〃〃ツ｡θ伽scf.〃刎αオ〃刎(YABE)9170

地点K8020湯浅町山田

1刀062グα〃2〃3sp.

地点K8023湯浅町山田東北東方

G舳♂η6θκα3cf.ね刀〃1切α肋刎YABE

地点K8027吉備町奥南東方の矢熊池北岸

肋06θ吻閉附〃ωα力刎舳8ゴ3YEHARA9177

Cf･λ伽gα刎∂η6θ㎜3〃刎α肋刎(YABE)�
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1〕o1ツガまツ6万｡02καssp.9176

かなや

地点K8028金屋町糸川

"ツガ10{♂θssp.9164

地点K8031金屋町上糸川

〃ツ棚｡倣8cf.肋αo肋MATsUM0T0etN0DA

��

地点K8034広川町井関西方

1'ηooθκα〃z〃8sp｡

地点K8051有田市高田

1〃｡gθ閉刎㈱(1〕1α砂6〃α刎〃8)α刎α物3舳863NAGA0et

�味�ご���

Po1抄妙｡乃｡c〃α3cf｡肋κα♂αη〃刎(Y0K0YAMA)

地点K8055湯浅町山田北東方

∫勿｡cθκα〃¢〃∫sp.

地点K8056吉備町奥南東方の澄谷池北岸

∫勿｡c2閉刎〃∫(P1α妙｡θκα〃閉8)α刎α冶〃38勿868NAGA0et

�味�ご���

1例｡08κα刎μ3(007∂{oθ7α刎μ8)sp.exgr･五(C･)刎〃π一

㈢������

以上に掲げた産出化石により湯浅南方において従来

下部白亜系とみなされた北谷層･井関層ならびに有田層

南部相の大部分は上部白亜系に対比される.したカミ

って北谷層と井関層の地層名はこれまでの定義を修

正した上で用いることにする･さらに有田層北部相

の一部分も上部白亜系に含められる.今回修正を行っ

た海南･動木両図幅刊行当時の地層名及び構造要素

(背斜向斜)については引用符(“")をつけておい

た｡

北谷層(修正)

下限は断層のために不明である･下位より整合関係

で下部砂岩層(一部は砂岩頁岩互層)･下部頁岩層･上部

砂岩層(礫岩をはさむ)及び上部頁岩層に細分される.

下部砂岩層一下部頁岩層は山田川中流に好露出カミみ

られここでは厚さが少なくとも300m内外と推定され

る.上部砂岩層一上部頁岩層は従来の“北谷層"に

あたり北谷によく露出している･ここでは背斜構

造のために下限が認められないが少たくとも150mの

厚さをもつ.

海南図幅地域において井関(広川右岸)一地蔵峰地

帯の“布目ヨ層南部相"は“背斜構造"を示さたいで

基本的には南側上位であるが西部では南よりに向斜構

造が存在するであろう.この地帯の“有田層"は全体

として上部頁岩層に属する.

上記の“有田層"の北側に分布する“井関層"には

“向斜軸"カミ存在しないで代りにその位置あたりに縦

走断層が走っていると推定され“南翼部"の地層は実

際に南側上位である.この“南翼部"の“井関層"は

井関では下部頁岩層一上部砂岩層に南谷の南方では下

部砂岩層一下部頁岩層に属する.山田川南谷上流の北

側の枝沢(地点K194を含む)に分布して背斜構造を呈す

る“有田層"は下部頁岩層に相当しその北限に断層

の存在が推定される.

北谷層の化石産出地点の層位は下記の通りである.

上部頁岩層K8919880018019

下部頁岩層K194

下部砂岩層K8015

先に示した産出化石によって下部砂岩層はおそらく

下部チュｰロニアンに上部頁岩層は中一上部チュｰロ

ニアンに対比される.

井関層(修正)

北谷層を整合におおい上限は断層あるいは向斜構造

のために不明である.下位より下部砂岩層(礫岩をは

さむ)･下部頁岩層･上部砂岩層(礫岩をはさむ)及び上

部頁岩層(一部は砂岩頁岩互層)に細分される･第1･

第2両層間及び第3･第4両層間は整合であるカミ第2

･第3両肩は平行不整合の関係にある.ただしこの

平行不整合は侵食間隙の短い軽微なものである.厚さ

は全体で少なくとも550～600mである.

下部砂岩層一下部頁岩層はおおむね“有田層南部相"

に該当し南谷に標式的に露出しここでは厚さが約

250mである.下部砂岩層の方が下部頁岩層よりも厚

い.上部砂岩層一上部頁岩層は“井関層"にあたり

広川左岸(井関西方)や山目ヨ川南谷中流によく露出して

いる.上部砂岩層一上部頁岩層の厚さは広川左岸で

は少なくとも250m内外南谷中流では少なくとも350m

内外である.

海南図幅地域において柳瀬一南谷部落間の“有田層

南部相"と北側の酉広層とは断層関係で接している.

“有田層"には“背斜軸"が存在せず地層は全体と

して南側上位である.この“有田層"は下部砂岩層一

下部頁岩層に属する(ただし北縁部は北谷層の上部頁岩層

に含められる).南谷部落の東方から山岡川北谷の沢の

上流の南側にかけて露出する“布目ヨ層"山剛席谷の

上流において背斜構造を形成している“有田層"(地点

K193を含む)は1ともに下部砂岩層一下部頁岩層に属

する.さらに地蔵峰南方の“井関層"は下部砂岩層

にあたる.

井関西方(広川左岸)の“井関層"についてはその

“下部砂岩層"･“下部頁岩層"一“上部砂岩層"それぞれ

カミ上部砂岩層･上部頁岩層に該当する.平山･国中

(1956a)が井関西方(広川左岸)の“井関層"の柱状図

地質ニュｰス371号�
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で上部に示した頁岩層は向斜軸部に露出して“井関

層"の最上部を占めることになる･井関北方から山田

川南谷にかけて分布する“井関層"の北側半分(“向斜北

翼"の部分)が再定義した井関層の上部砂岩層一上部頁

岩層に対応する.さらに東方延長(北谷の沢の上流南側)

の“井関層"は“向斜構造"を形成しないで地層は

南側上位を示し同じく上部砂岩層一上部頁岩層に含め

られる.

井関層の化石産出地点の層位は下記の通りである.

上部頁岩層K8034

下部頁岩層K188193

KANIE(1972)は南谷の“井関層"から〃｡o舳舳8

舳αブ伽舳3ゐλ伽9舳"ツεθκα81伽肋刎の産出を報告

した･その産出地点は上部砂岩層に属する.地点K

8034から採集したイノセラムスは肋0㈹舳8㈱ψ一

刎舳兆の場合に似た殻面装飾を具えている.

産出化石によって下部頁岩層一上部砂岩層は下部コ

ニアシアンに対比され上部頁岩層もおそらくコニアシ

アンに対比されるであろう.

井関層は海南図幅地域の御金層に北谷層は同地域の

金屋層にほぼ相当すると考えられまた井関層は動木図

幅地域において標式的に発達する松原層に北谷層は同

地域内に模式地を有する上松原層にほぼ対応するであろ

う｡ただしこれら諸属の相互関係についてはなお

検討の余地がある･北谷一井関層と上松原一松原層カミ

外和泉層群下部の南部相を代表しているのに対して金

星一御霊層は北部相を代奉している.黒瀬川構造帯の

分布からみて当地方の上部白亜系地帯の南部に分布する

コニアシアン南部相の井関･松原両層の軸流カミ西向きで

ありこれに反して北部に分布するコニアシアン北部相

の御霊層及びサントニアン～下部カンパニアンの二川層

の軸流が東向きを示す点は注目される(目ヨ中1974).

動木図幅地域内の金屋町吉原付近に露出する“井関

層"は前期白亜紀の瀕海生貝化石を産する(平山･田中

1956b)本属は先に述べた海南図幅地域の井関層とは明

らかに年代嚇異なっている.この地層は上部白亜系

地域内に孤立して分布しまた示準化石を産しないので

正確な層位は明らかでないカミここではとりあえず酉広

層の一員とみなしておく.

上松原層

動木図幅地域内の糸川一上糸川間の上松原層について

は少なくとも北半部の地層は南側上位で北側の松原

層とは断層関係にある.上松原層のK80288031の両

地点を含む頁岩層は産出化石により中部チュｰロニ

アンに対比されるであろう.たお上松原層から"o-

1985年7月号

ω舳舳8(1閉0･㈹舳･)ゐ0倣8舳ぬの産出も報告されて

いる(野田･松本1976)･

二川層の分布

海南図幅地域内における吉備町奥南方の“有田層北部

相"の分布地域内で数地点から年代決定に有効な化石

カミ得られた.産出化石･岩相･層位からみて地点K

8027は御霊層の中部頁岩層(下部コニアシアン)に地点

K8056は二川層の下部(下部サントニアン)に属する･

さらに県立果樹試験場北方の一地点(小畠･小川1976

のB地点にほぼ相当)から産したイノセラムス(吉松･八田

1977)は筆者によると〃｡鮒α舳8(P1ψ｡θ｡α刎秘｡)

7乃0棚0肋∫伽肋0肋8SEITzに同定される.また

同試験場付近から産した化石(地元収集家の所蔵)には

肋伽α舳∫(P1吻･舳刎･･)aff.伽肋｡肋3〃勿あ

SEITzに同定されるものがある.したがってこの区

域の“有田層"の相当な部分が二川層に属することに在

る.

湯浅町山田北東方の地点K8023は“井関層"分布地

域内にある.しかしながらこの地点の地層は先に記

した化石･岩相により二川層に含められるであろう.

湯浅北酉方の布目ヨ市高岡における地点K8051からイノ

セラムスの産することはIKEBEθ㍑1.(1968)によって

報告されている.この地点の地層は採集化石･岩相

からして二川層の下部(下部サントニアン)に該当する･

以上に述べたことは次のように要約される.湯浅

南方に分布する従来の“北谷層"“井関層"を再定義し

それぞれの年代は白亜紀前期ではなくて前者をチュｰ

ロニアンに後者をコニアシアンに対比した･下部白

亜系の“有田層南部相"とした地層は大部分が上部白

亜系であり再定義した北谷層あるいは井関層に属す

る.ただし広川町の南金屋一西広南方間で“有田層

南部相"とみたした地層についてはその分布地域内に

“背斜構造"が存在し狂いで代りに縦走断層が走ってい

ると判断しなければならない.この断層の北側の地層

は鳥巣型石灰岩レンズを含む布目ヨ層であるが南側の地

層は再定義した井関層の下部頁岩層に該当する･また

吉備町奥南東方の“有日ヨ層北部相"とした地層はかな

りの部分カビ川層と御霊層に含められる.さらに有

田市高田付近にサントニアンの存在を確認できた･上

松原層に関してはチュｰロニアンを指示する大型化石

を採集し従来漠然としていた層序的位置をある程度明

らかにすることカミできた･ただし湯浅地方ではセ

ノマニアンを指示する大型化石は今のところ得られて

いない.

終りにあたって現地で便宜をはかって頂いた和歌山�
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田中啓策

県立耐久高等学校吉松敏隆教諭に謝意を表する｡

おわりに

ここに紹介した地質調査所所蔵の本邦産白亜紀化石標

本には所外の方々のご好意により寄贈を受けたものが

含まれている一しかしながら紙面の都合で登録番

号を示した未記載標本のみについて寄贈者の氏名(敬称

略)を併記しておいた｡所蔵化石標本はその内容の

一部しか紹介しなかったが標本が研究資料として活用

されれば幸いである.
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